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第
一
章

た
り
、
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
五
条
川
や
広
大
な
田
園
地
帯
が
豊

か
な
自
然
を
育
ん
で
い
る
。

　

地
形
は
、
過
去
一
万
年
に
わ
た
り
木
曽
川
及
び
そ
の
支
流
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
犬
山
扇
状
地
か
ら
成
り
、
粗
粒
な
砂
れ
き
層
に
よ
り
構

成
さ
れ
た
沖
ち
ゅ
う

積せ
き

低
地
（
沖
積
平
野
）
で
あ
る
。
町
域
は
、
北
東
か
ら

南
西
に
向
か
っ
て
木
の
葉
の
よ
う
な
形
を
し
、
中
央
を
五
条
川
が
流

れ
、
北
東
か
ら
南
西
に
か
け
て
緩
や
か
な
傾
斜
を
も
つ
。
標
高
は
、

北
端
で
海
抜
四
〇
ｍ
、
南
端
で
海
抜
一
五
ｍ
で
あ
り
、
町
域
の
中
央

に
位
置
す
る
役
場
付
近
が
海
抜
二
五
ｍ
で
、
役
場
の
位
置
は
、
東
経

一
三
六
度
五
四
分
二
八
秒
・
北
緯
三
五
度
一
九
分
五
六
秒
で
あ
る
。

　

道
路
網
は
、
国
道
が
町
域
内
に
二
路
線
あ
り
、
国
道
四
一
号
（
名

濃
バ
イ
パ
ス
）
が
町
内
を
南
北
に
、
国
道
一
五
五
号
（
北
尾
張
中
央

道
）
が
町
南
部
で
東
西
に
通
っ
て
い
る
。
県
道
は
小
口
岩
倉
線
・
小

口
名
古
屋
線
・
外と

坪つ
ぼ

扶
桑
線
・
若
宮
江
南
線
・
宮み
や

後う
し
ろ小
牧
線
・
草
井

羽
黒
線
・
斉
藤
羽
黒
線
の
計
七
路
線
あ
り
、
そ
の
他
、
都
市
計
画
道

第
一
節
　
地
誌

	

　

大
口
町
は
、
愛
知
県
の
北
西
部
に
あ
り
、
犬
山
扇
状
地
の
南
東
部

に
位
置
し
て
い
る
。
平
成
の
合
併
以
降
、
隣
接
市
町
は
、
北
に
扶
桑

町
、
東
に
犬
山
市
、
西
に
江
南
市
、
南
に
小
牧
市
で
あ
る
（
１
―
1
―

1
）。
名
古
屋
市
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
約
二
〇
㎞
の
近
郊
地
域
に
あ1-1-1　位置図（⃝は役場）

大口町

扶桑町

岐阜県

江南市

犬山市

小牧市

岩倉市

一宮市

稲沢市

あま市

清須市

大治町
名古屋市

春日井市北名古屋市 豊山町

地
誌
と
気
候
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路
・
農
業
用
・
生
活
道
路
な
ど
の
町
道
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

公
共
交
通
機
関
は
、
鉄
道
と
し
て
は
町
域
外
の
西
側
を
沿
う
よ
う

に
名
鉄
犬
山
線
が
通
っ
て
お
り
、
名
鉄
柏
か
し
わ

森も
り

駅
・
江
南
駅
・
布ほ

袋て
い

駅

な
ど
が
最
寄
り
の
駅
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
公
共
交
通
機
関
と

し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
基
幹
ル
ー
ト
・
北
部
ル
ー
ト
・
中

部
ル
ー
ト
・
南
部
ル
ー
ト
と
あ
り
、
町
内
の
主
要
施
設
と
名
鉄
柏
森

駅
・
江
南
駅
・
布
袋
駅
を
つ
な
い
で
い
る
（
第
二
編
第
二
章
第
四
節
）。

面
積

　

大
口
町
は
、
東
西
約
三
・
六
㎞
、
南
北
約
六
・
一
㎞
、
総
面
積
が

一
三
・
六
一
㎢
で
あ
る
（
国
土
地
理
院
の
面
積
調
の
測
定
方
法
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
面
積
は
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）

年
か
ら
〇
・
〇
三
㎢
増
加
し
た
）。

　

戦
後
の
町
内
に
お
け
る
地
目
推
移
を
み
る
と
、
一
九
五
五
（
昭
和

三
十
）
年
と
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
の
比
較
か
ら
、
人
口
の
増
加

に
と
も
な
い
、
宅
地
は
五
倍
弱
の
増
加
に
対
し
、
田
は
半
減
、
畑
は

七
割
近
く
減
少
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
（
１
―
１
―
２
）。

　

農
業
の
変
化
（
兼
業
化
・
離
農
）
と
と
も
に
、
一
九
七
〇
年
十
一

月
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
区

分
が
決
定
さ
れ
る
と
、
市
街
化
区
域
で
は
区
画
整
理
事
業
や
住
宅
開

発
に
よ
り
、
農
地
の
宅
地
化
が
進
ん
だ
。

人口（人）
（各年10月1日）

民有地（千㎡）（各年1月1日）
宅地 田 畑 その他

1955 8,552 941 6,926 3,402 209
1965 12,248 1,505 7,012 2,927 217
1975 15,894 2,940 6,000 2,470 230
1985 17,247 3,420 5,050 1,900 220
1995 19,031 3,717 4,461 1,508 703
2005 21,602 4,021 4,180 1,297 873
2015 23,274 4,384 3,827 1,172 947
2020 24,220 4,667 3,597 1,096 961

1-1-2　民有地の地目推移（『愛知県統計年鑑』）
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大
口
町
を
流
れ
る
河
川

　

町
域
を
流
れ
る
河
川
は
、
愛
知
県
が
管
理
す
る
五
条
川
・
木こ
っ

津つ

用

水
（
合あ
い

瀬せ

川
）・
巾は
ば

下し
た

川
・
境
さ
か
い

川
・
矢や

戸ど

川
の
五
川
と
、
二
十
余
の
水

路
が
あ
る
（
1
―
1
―
3
）。

　

昔
か
ら
水
田
の
大
切
な
用
水
源
と
し
て
利
用
さ
れ
た
多
く
の
小
川

は
、
田
か
ら
田
へ
と
流
れ
、
再
び
下
流
で
流
入
す
る
い
わ
ゆ
る
用
水

兼
排
水
路
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
水
田
の
基
盤
整
備
事
業
の
進

行
と
と
も
に
用
排
水
路
が
分
離
さ
れ
、
多
く
の
河
川
は
改
修
・
整
備

を
お
こ
な
い
、
今
日
で
は
排
水
路
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
も
の
が
多

く
な
り
、
地
内
を
流
れ
て
い
た
小
川
は
、
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
。

五
条
川

　

河
川
改
修
の
完
了
を
機
に
一
九
五
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
桜
の

植
樹
が
お
こ
な
わ
れ
た
五
条
川
堤
は
、
春
に
な
る
と
美
し
い
桜
並
木

で
町
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

五
条
川
は
、
岐
阜
県
多
治
見
市
北き
た

小お

木ぎ

町
の
高た
か

社や
し
ろ

山
付
近
を
源
流

と
し
、
愛
知
県
犬
山
市
の
八は
っ

曽そ

山
の
南
を
通
り
入い
る

鹿か

池
に
流
れ
込
む
。

そ
し
て
、
入
鹿
池
の
南
西
か
ら
流
れ
出
て
約
三
㎞
の
地
点
で
、
北
上

し
木
曽
川
に
流
れ
込
む
新し
ん

郷ご
う

瀬ぜ

川
と
、
西
方
に
向
か
う
五
条
川
に
分

か
れ
る
。
こ
の
地
点
か
ら
上
流
は
各
市
町
村
が
管
理
す
る
準
用
河
川

の
五
条
川
、
下
流
は
県
が
管
理
す
る
一
級
河
川
の
五
条
川
と
な
る
。

そ
の
後
、
犬
山
市
か
ら
大
口
町
に
入
り
、
江
南
市
・
岩
倉
市
を
通
り
、

北
名
古
屋
市
・
一
宮
市
・
稲
沢
市
の
境
界
を
進
み
、
清き
よ

須す

市
を
南
下

し
新
川
に
流
入
す
る
（
１
―
1
―
4
）。

　

五
条
川
の
名
称
の
由
来
は
い
く
つ
か
説
が
あ
り
、
清
須
城
下
に
か

か
る
「
御ご

城じ
ょ
う橋
」
の
御
城
か
ら
転
化
し
た
と
い
う
説
、
五
河
川
（
幼
お
さ
な

川
・
矢
戸
川
・
境
川
・
巾
下
川
・
青あ
お

木き

川
）
が
合
流
す
る
た
め
五
条

と
い
う
名
称
を
つ
け
た
と
い
う
説
、
あ
る
い
は
古
代
土
地
制
度
の
条

里
制
か
ら
と
っ
た
説
が
あ
る
。

　

ま
た
、
か
つ
て
五
条
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
流
域
は
、
現
在
の
一
宮

市
五
日
市
場
の
青
木
川
合
流
点
か
ら
下
流
域
の
こ
と
で
、
上
流
の
岩

1-1-3　河川地図

新木津用水

木津用水
（合瀬川）

昭和用水

境川 巾下川

五条川

矢戸川

合瀬川

荒井堰

5　 第一節　地誌



倉
市
大
山
寺
ま
で
を
生い
く

田た

川
、
さ
ら
に
上
流
は
幼
川
（
稚
お
さ
な

川
）
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
幼
川
と
名
前
を
変
え
る
大
山
寺
あ
た
り
に
「
曽そ

野の

」

と
い
う
地
名
が
あ
り
、
こ
れ
に
敬
語
を
加
え
て
「
御お

曽そ

野の

」
に
な
り
、

幼
川
や
稚
川
に
転
化
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

木
津
用
水
・
新
木
津
用
水

　

町
内
を
南
北
に
流
れ
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
開
削
さ
れ

た
木こ
っ

津つ

用
水
（
合
瀬
川
）
と
新
木
津
用
水
で
あ
る
。

　

木
津
用
水
の
流
路
は
、
木
曽
川
か
ら
水
を
取
り
、
町
域
を
北
か
ら

南
に
直
進
し
、
新
川
に
流
れ
込
む
。
町
内
で
は
、
所
々
で
水
を
取
り
、

用
水
と
し
て
田
畑
を
潤う
る
おし

、
船
に
よ
る
輸
送
路
と
し
て
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。
新
木
津
用
水
の
流
路
は
、
荒
井
堰せ
き

を
通
過
後
に
分

離
し
、
春
日
井
市
で
八
田
川
に
合
流
す
る
。
八
田
川
は
、
そ
の
後
、

庄
内
川
に
流
れ
込
む
（
第
二
編
第
二
章
第
二
節
）。

1-1-4　河川流路図

五条川
（幼川）

木曽川

五条川
（生田川）

新川

八田川

合
瀬
川

庄内川

高社山

八曽山
入鹿池

青
木

川

新
郷
瀬
川

木
津
用
水（
合
瀬
川
）

巾
下
川

境
川
境
川矢

戸
川
矢
戸
川

新
木
津
用
水

岐阜県
　多治見市

岐阜県 各務原市

大口町

犬山市

小牧市
春日井市

瀬戸市

尾張旭市

長久手市

江南市

一宮市

稲沢市

岩倉市

豊山町

大治町

北名古屋市

名古屋市

清須市

あま市

扶桑町
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一
九
八
三
年
八
月
十
五
日
の
四
〇
℃
、
最
低
気
温
は
一
九
八
一
年
二

月
二
十
八
日
の
マ
イ
ナ
ス
九
℃
で
あ
る
。

降
雨
量

　

年
間
総
降
雨
量
は
、
上
下
の
推
移
は
激
し
い
も
の
の
総
体
的
に
右

肩
上
が
り
と
い
え
る
（
１
―
1
―
6
）。

　

一
九
八
三
年
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
記
録
的
短
時
間
大

雨
情
報
」
と
い
う
用
語
が
、
平
成
に
入
る
と
頻
繁
に
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
数
年
に
一
度
し
か
発
生
し
な
い
短
時
間
の
大
雨
を
観
測
・

解
析
し
た
と
き
に
気
象
庁
が
発
表
す
る
も
の
で
、
土
砂
災
害
や
中
小

河
川
の
洪
水
災
害
の
危
険
を
知
ら
せ
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

　

丹
羽
消
防
本
部
で
の
観
測
で
、
一
日
当
た
り
の
降
雨
量
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
十
一
日
に
記
録
し
た
二
四
一
・
五

㎜
で
、
梅
雨
時
の
六
月
・
七
月
に
お
け
る
、
一
月
の
総
雨
量
に
匹
敵

し
た
（
東
海
豪
雨
）。

　

ま
た
、
一
時
間
当
た
り
の
降
雨
量
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
二
〇

一
七
年
八
月
十
八
日
午
後
十
時
か
ら
の
九
〇
・
五
㎜
で
あ
る
。
同
年

七
月
十
四
日
に
も
午
前
十
時
か
ら
の
一
時
間
で
七
五
・
五
㎜
を
観
測

し
、
町
内
を
含
む
近
隣
市
町
で
は
、
道
路
冠
水
や
床
上
・
床
下
浸
水

が
発
生
し
た
。

第
二
節
　
気
候

	
気
象
の
変
化

　

一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
に
開
催
さ
れ
た
地
球
温
暖
化
に
関
す

る
初
め
て
の
世
界
会
議
（
フ
ィ
ラ
ハ
会
議
）
を
き
っ
か
け
に
、
日
本

で
も
次
第
に
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
の
変
化
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
平
成
の
半
ば
に
な
る
と
、
短
時
間
で
局
地
的
な
大
雨
が

降
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
八
（
平
成

二
十
）
年
に
は
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
気
象
の
変
化
は
、
町
内

で
も
、
一
九
八
〇
年
代
と
二
〇
一
〇
年

代
の
数
値
の
比
較
か
ら
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
（
１
―
1
―
5
）。
ど
の
項
目

で
も
、
二
〇
一
〇
年
代
の
方
が
、
数
値

が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

　

丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
（
以

下
「
丹
羽
消
防
本
部
」）
が
一
九
七
六
年

に
観
測
を
始
め
て
か
ら
の
最
高
気
温
は
、

1980年代 2010年代

平均気温（℃） 12.5 ～ 15.4 15.3 ～ 16.9

最高気温（℃） 28.9 ～ 40.0 37.0 ～ 39.9

最低気温（℃） -9.0 ～ -3.5 -6.0 ～ -3.1

降 水 量（㎜） 919.0 ～ 1573.8 1576.0 ～ 1988.0

1-1-5　気温と降水量の比較（丹羽広域事務組合消防本部 『消防年報』）
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1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 備考

年間最多風向 北西 北西 北東 北東 北東 北東 北西 北東 西 北西 北東：5回

年間平均風速 2.62 2.9 3.1 3.2 2.9 3.0 3.0 2.9 3.2 3.1 平均3.0m

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 備考

年間最多風向 東北東 東北東 東北東 東北東 東北東 東北東 西北西 西北西 西北西 西北西 東北東：6回

年間平均風速 2.6 2.6 2.6 2.7 2.7 2.5 2.3 2.3 2.4 2.3 平均2.5m

1-1-6　年間総降雨量・日最大雨量・時間最大雨量（丹羽広域事務組合消防本部『消防年報』）

1-1-7　年間平均風速・最多風向（丹羽広域事務組合消防本部『消防年報』）
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日最大雨量(mm) 時間最大雨量(mm) 年間総降雨量 (mm)

風
速
・
風
向

　

一
九
八
〇
年
代
と
二
〇
一
〇
年
代
を
比
較
す
る
と
、
年
平
均
風
速

で
は
、
二
〇
一
〇
年
代
の
方
が
若
干
弱
ま
っ
て
い
る
。
風
向
に
つ
い

て
は
、
一
九
八
〇
年
代
で
は
北
東
、
二
〇
一
〇
年
代
で
は
東
北
東
か

ら
の
風
が
多
い
（
１
―
1
―
7
）。

　

ま
た
、
十
二
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
西
・
北
西
・
西
北
西
か
ら

の
風
が
吹
く
こ
と
が
多
い
。
大
口
町
か
ら
西
北
西
の
方
角
に
は
伊い

吹ぶ
き

山
（
１
―
1
―
8
）
が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
吹
く
冷
た
い
風
を
「
伊
吹

お
ろ
し
」
と
呼
ぶ
。「
お
ろ
し
」
と
は
、
日
本
海
側
に
雪
を
降
ら
し
、

山
を
越
え
て
太
平
洋
側
に
吹
く
乾
い
た
冷
た
い
風
の
こ
と
で
あ
り
、

越
え
て
き
た
山
の
名
前
を
つ
け
て
「
〇
〇
お
ろ
し
」
と
い
う
名
称
が

日
本
各
地
に
存
在
す
る
。
伊
吹
お
ろ
し
は
滋
賀
県
の
伊
吹
山
か
ら
吹

き
降
ろ
し
、
濃
尾
平
野
か
ら
渥
美
半
島
ま
で
風
が
届
く
。
最
大
風
速

は
秒
速
10
～
15
ｍ
程
度
で
あ
る
。

　

な
お
、
丹
羽
消
防
本
部
で
記
録
し
た
最
大
瞬
間
風
速
は
、
一
九
九

八
年
九
月
二
十
二
日
に
観
測
し
た
四
三
・
七
ｍ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

台
風
第
八
号
が
二
十
一
日
十
六
時
に
和わ

歌か

山や
ま

県
田た

辺な
べ

市
付
近
に
上
陸

し
、
台
風
第
七
号
が
翌
二
十
二
日
十
三
時
過
ぎ
に
強
い
勢
力
の
ま
ま

和
歌
山
県
御ご

坊ぼ
う

市
付
近
に
上
陸
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
台

風
に
よ
っ
て
各
地
で
大
雨
と
な
り
、
台
風
第
七
号
の
中
心
が
通
っ
た

第一章　地誌と気候　 8

第一編　自然



範
囲
で
は
暴
風
と
な
っ
た
。
伊
勢
湾
台
風
（
一
九
五
九
年
九
月
）
の

際
に
名
古
屋
地
方
気
象
台
が
記
録
し
た
最
大
瞬
間
風
速
で
あ
る
四

五
・
七
ｍ
に
匹
敵
す
る
風
速
で
あ
っ
た
。

1-1-8　町内から望む伊吹山

9　 第二節　気候




